
下館ロータリークラブ
　クラブ65年の歴史は下館の町か
ら仰ぎ見る筑波山を描いたバナーと
ともにありました。
　現在のクラブバナーは1992-93
年度クラブ会長・直江敏郎氏がご自
身でデザインされたもので、筑波山
と筑波の西の鬼怒川・勤行川・小貝
川、三本の川に恵まれた文化の香り
が高い緑豊かで肥沃な土地をイメー
ジしたものです。時代や街が移ろう
ともロータリーの奉仕の理想と同様
に変わらぬ故郷の美しい情景が表現
されています。

真壁ロータリークラブ
　真壁ロータリークラブは、1967
年に創立されました。
　当クラブのバナーは50年以上前
に作られたと言われており、現在は
当時を知る者はおりません。
　デザインは、真壁から見た【筑波
山】をデザインしたものです。

しもだて紫水ロータリークラブ
　筑波山が最も美しく見える筑西市
下館地区。その筑波山が夕日に照ら
されると山肌が紫色に変わり、その
ことが「紫峰つくば」と言われる由
来とされます。
　クラブバナーはそれをバックに、
鬼怒川、小貝川、大谷川など多数の
河川が街中を還流し、肥沃な田園地
帯を形成、人と自然が安心して暮せ
る様子をデザインしています。

岩瀬ロータリークラブ
　岩瀬ロータリークラブのバナー
は、岩瀬町を象徴する花「さくら」
に決まり、さくらの花びら５枚は会
長と四大奉仕を表している。その後
ろにある花びらは、会員の力を表し、
さくらの中心にロータリーマークを
配置し、岩瀬ロータリークラブの団
結と奉仕の精神を表している。
　また、バナーの中心に桜川を配し、
その流れに沿って岩瀬ロータリーク
ラブが発展することを願い、当クラ
ブのバナーが作られた。

結城ロータリークラブ
　結城城趾は朝光より18代結城秀康（徳川
家康の次男）迄、鎌倉時代から約420年下総
に君臨した本拠地である。
　初代、結城朝光は源頼朝の信頼厚く、関東
八家の一つとして城下町として栄えた。
　城趾公園より望んだ表筑波は、その著書
『新花摘』に｢ゆく春や紫さむる筑波山｣と与
謝蕪村が詠んだ如く結城筑波は古来より有名
である。
　その桜と筑波山の特産品である結城紬を配
した豊かな土地のイメージを表すものである。
　デザイン、染色は、県繊維工業指導所長石
崎三郎氏、星野技師、藤沼技師の協力による。

下妻ロータリークラブ
　現在の下妻ロータリークラブのバ
ナーはクラブ創設30周年時に２代
目のバナーとして製作されました。
当時の会長で画家の菊池一雄氏のデ
ザインだそうです。シンプルなデザ
インでロータリーのロゴの下の３つ
のサークルは、地域・クラブ・ＲＩ
とか、親睦・社会奉仕・職業奉仕と
か見る人がそれぞれの解釈をして、
ロータリーに参加してもらう意味だ
そうです。

筑西きぬロータリークラブ
　筑西きぬロータリークラブは市町
合併により現在の筑西市となりまし
た。それに伴い「関城ロータリーク
ラブ」から現在の名称に変更いたし
ました。
　バナーのデザインは筑波山を背景
に鬼怒川が流れる自然豊かな地域と
名産の梨の花をデザインしてありま
す。
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表紙写真　茨城県北の海、山。まちを訪ねて
　　日立市の河原子海岸・烏帽子岩　要害クラブ本館
　河原子海岸の烏帽子岩は、烏帽子に似ていることからその名が付いたもので、高さは30mほどあ
ります。この岩は、河原子台地が浸食作用によって孤立したもので、現在は陸とつながる陸けい島
となっておりますが、かつては海水が入り込み、明治から大正の一時期、千尋橋（ちひろはし）と
名付けた橋が架けられていました。中腹には津神社があり、この社は河原子の人々から海上安全、
大漁祈願の神として尊崇を受け、現在に至っています。
　要害クラブは、昭和33年11月に日立製作所多賀工場の福利厚生施設として、来場者の接待並び
に社内出張者の宿泊施設として作られました。日立南ロータリークラブでは、20数年前より例会場
として利用しております。（東日本大震災の影響で約７ヶ月、コロナ禍において約２年半の間は、
利用できませんでした。）ガバナー公式訪問や優良従業員表彰式の後の記念撮影では、要害クラブ
の中庭を使って写真を撮っております。又、年に数回行われる夜間例会での懇親会でも利用してお
ります。

題字揮毫　　高萩ロータリークラブ第31代会長　鈴木啓志（雅号　鈴木　赫鳳）
　　　　　　日展会員　　日展審査員（2023年度）
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　1905年２月23日は、私たちロータリアンに
とって特別な日です。この日、シカゴでポール・
ハリス氏を中心とする４人の友人が集い、世
界初のロータリークラブが誕生しました。そ
して、2025年２月、ロータリーは創立から
120年という重要な節目を迎えます。多様な職
業人が知恵を寄せ合い、友情を深める場をつ
くるというポール・ハリス氏の夢は、120年を
経た今日も世界中で実現され続けています。

　創立記念日を迎えるたびに、私たちはロー
タリーの価値とその活動がもたらす影響を改
めて思い返します。ポリオ根絶活動や平和の
推進、地域社会への支援など、国際的な取り
組みから地域に根ざしたクラブの奉仕活動に
至るまで、そのすべてが「ロータリーのマジッ
ク」を生み出しています。これらの活動は、
先人たちの努力の積み重ねであり、未来への
希望をつなぐものです。

　また、各クラブの創立記念日は、そのクラ
ブが歩んできた歴史と努力を振り返るととも
に、会員同士が友情を深め、ロータリー精神
を次世代へ伝える貴重な機会です。今年度、
国際ロータリー第2820地区では、8クラブが
周年記念式典を予定しており、それぞれのク
ラブが地域に根ざした活動を続けてきた歩み
が、地区全体の基盤を築いています。この特
別な日を迎える喜びを共有できることを、大
変嬉しく思います。

　ロータリーの創
立記念日、そして
クラブの創立記念
日を通じて、私た
ちは先人たちへの
感謝を胸に抱き、
新たな奉仕と挑戦
への第一歩を力強
く踏み出していきましょう。これからも地域
社会と世界に貢献する「ロータリーのマジッ
ク」を、私たち一人ひとりの行動で創り上げ
ていきます。

■ 下期の期待と展望
　2024-25年度も残すところ５カ月となりまし
た。上期の活動では、多くのクラブが精力的
に取り組み、地域社会や国際社会に大きなイ
ンパクトを与える素晴らしい成果を挙げられ

ました。これもひとえに皆さまの日々の献身
と情熱の賜物であり、心より感謝申し上げま
す。

1. 会員基盤の向上
　地区の会員純増目標である100名達成に向
けて、各ロータリークラブでは純増２名、ロー
ターアクトクラブでは純増１名の達成が重要
です。上期には100名を超える新会員をお迎
えすることができ、さらにロータリーの参加
基盤を広げるため、新しいタイプのクラブ結
成にも注力しています。

　上期には2つの衛星クラブ（RSC）が創立
され、下期にはさらに複数のクラブが設立を
予定しています。この動きは、ロータリーの
多様性拡大に寄与し、「若年層」や「女性」会員
の増強という重要な課題に取り組むものです。

　会員基盤の成長は常にクラブの最重要目標
の一つです。下期に向けても、会員基盤の多
様性と拡充を進めるとともに、新しい形のク
ラブ活動を推進し、ロータリーの可能性をさ
らに広げていきましょう。

2. My ROTARY登録率の向上（12月31日現在）
　My ROTARY登録率では、目標としていた
75％を大きく上回り、上期の時点で85％超え
を達成することができました。この成果は、
地区全体での積極的な取り組みの結果であり、

大変喜ばしいことです。引き続き、登録促進
を推進しながら、My ROTARYのさらなる活
用に向けた努力を進めてまいりましょう。

3. 寄付状況（12月31現在）
　12月末現在の寄付状況をご報告いたします。
年次基金寄付については、現在８のクラブで
寄付が確認されておりません。同様に、ポリオ・
プラス基金では８のクラブが寄付ゼロの状況
です。一方で、各クラブ１名を目標としてい
るベネファクター寄付については、現時点で
22名の寄付が確認されています。

　さらに、今年度新たに導入された「ポリオ・
プラス・ソサエティ（PPS）」認証については、
各クラブ１名以上の認証を目標としてスター
トしたところ、上期で100名以上の認証を達
成するという大きな成果を上げることができ
ました。ただし、米山記念奨学会への普通寄付・
特別寄付金（12月末）では、４つのクラブが
寄付ゼロの状況にあります。

　寄付に関しては、円安の影響など、さまざ
まな要因があると考えられますが、財団寄付
および米山記念奨学会寄付の重要性について
改めてご理解いただき、早期のご協力をお願
い申し上げます。皆さまの温かいご支援が、
さらなる活動の実現に不可欠であることを強
調させていただきます。

　下期においても、これまでの成果を土台に、
皆さまとともに成長し、ロータリーの理念を
実現するための活動を一層推進してまいりま
す。地域社会に根ざした奉仕活動と国際社会
への貢献を通じて、希望と変化を生み出し続
けることを目指して、共に歩んでまいりましょ
う。
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ターアクトクラブでは純増１名の達成が重要
です。上期には100名を超える新会員をお迎
えすることができ、さらにロータリーの参加
基盤を広げるため、新しいタイプのクラブ結
成にも注力しています。

　上期には2つの衛星クラブ（RSC）が創立
され、下期にはさらに複数のクラブが設立を
予定しています。この動きは、ロータリーの
多様性拡大に寄与し、「若年層」や「女性」会員
の増強という重要な課題に取り組むものです。

　会員基盤の成長は常にクラブの最重要目標
の一つです。下期に向けても、会員基盤の多
様性と拡充を進めるとともに、新しい形のク
ラブ活動を推進し、ロータリーの可能性をさ
らに広げていきましょう。

2. My ROTARY登録率の向上（12月31日現在）
　My ROTARY登録率では、目標としていた
75％を大きく上回り、上期の時点で85％超え
を達成することができました。この成果は、
地区全体での積極的な取り組みの結果であり、

大変喜ばしいことです。引き続き、登録促進
を推進しながら、My ROTARYのさらなる活
用に向けた努力を進めてまいりましょう。

3. 寄付状況（12月31現在）
　12月末現在の寄付状況をご報告いたします。
年次基金寄付については、現在８のクラブで
寄付が確認されておりません。同様に、ポリオ・
プラス基金では８のクラブが寄付ゼロの状況
です。一方で、各クラブ１名を目標としてい
るベネファクター寄付については、現時点で
22名の寄付が確認されています。

　さらに、今年度新たに導入された「ポリオ・
プラス・ソサエティ（PPS）」認証については、
各クラブ１名以上の認証を目標としてスター
トしたところ、上期で100名以上の認証を達
成するという大きな成果を上げることができ
ました。ただし、米山記念奨学会への普通寄付・
特別寄付金（12月末）では、４つのクラブが
寄付ゼロの状況にあります。

　寄付に関しては、円安の影響など、さまざ
まな要因があると考えられますが、財団寄付
および米山記念奨学会寄付の重要性について
改めてご理解いただき、早期のご協力をお願
い申し上げます。皆さまの温かいご支援が、
さらなる活動の実現に不可欠であることを強
調させていただきます。

　下期においても、これまでの成果を土台に、
皆さまとともに成長し、ロータリーの理念を
実現するための活動を一層推進してまいりま
す。地域社会に根ざした奉仕活動と国際社会
への貢献を通じて、希望と変化を生み出し続
けることを目指して、共に歩んでまいりましょ
う。
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1,878（期首1,815）

　120年前の1905年2月23日は、ポール・ハリ
スが、ガスターバス・ローア、シルベスター・シー
ル、ハイラム・ショーレーたち友人３人とディ
アボーン街ユニティビル711号室にあったロー
アの事務所で最初に会合をもった日であります。
そして、創立記念日となったこの日は、「世界理
解と平和の日」と定められ、各クラブが、国際
理解、友情、平和に対するロータリーの貢献を
特に認識する日とされています。また、国際ロー
タリーはこの２月を「平和構築と紛争予防」月
間と定めています。
　ところが世界を見渡すとどうでしょう、今日
も続くロシアによるウクライナ侵攻や中東での
武力紛争などにより、暴力や弾劾、或いは人権
侵害によって家を追われた人の数は8000万人を
超えており、その半数が子どもなのです
（UNHCR）。
　こうした現状に対し、我々2820地区はいち早
く対応してまいりました。例えばウクライナで
は、自分たちも被災者でありながら、日常を取
り戻すために必死で活動する第2232地区のロー
タリークラブを後方支援するかたちで、RC 
Rakhivと共に国内避難民に対して生活物資の配
給をしました。その後、自宅を破壊された市民
たちが厳しい冬を乗り越えられるように、災害
救援補助金（DR658）を活用し仮設住宅を設置
しました。そして、今年度も皆様からの寄付と
地区補助金（DG2561875）を活用して、「未来へ
の投資」ともいうべきウクライナの子どもたち
の安全保障のために、親を亡くした子どもたち
を保護し、就学や職業訓練の機会を与える事業
を実施しています。

　これら2820地区の平和構築活動は、国際ロー
タリーゾーン1A, 2 & 3 ロータリー研究会にお
いて第１セッションの議題に取り上げられ、アー
チックＲＩ会長、マローニー TRF管理委員長、
岸田前首相、中満国連事務次長につづいて我々
が登壇し、平和構築と紛争予防に関するプレゼ
ンテーションとディスカッションをおこないま
した。そして、これを会場の最前列で聴いて頂
いたアーチック会長は我々のウクライナ支援に
対し感謝の意を日経新聞デジタル版に掲載され
ました（日経12月17日）。
　ロータリーは、７つの重点分野の１番目に「平
和構築と紛争予防」を掲げています。各国政府
が取り組む「国家の安全保障」は、国民の生命
と財産を守るためにとても重要な概念です。他
方、グローバルな組織として奉仕の理念や価値
を共有する会員達が、それぞれの地域で活動す
るロータリーは、「人間の安全保障」の視座から
地球全体を俯瞰し、紛争や災害に巻き込まれ、
あらゆる場面で困難に直面している人たちに手
を差し伸べる平和構築活動や、途上国の医療・
教育・地域経済を支援することによって貧困問
題を解決する活動など、争いの火種を消してゆ
く紛争予防に取り組むことができます。
　シンガポール国際大会で茨城ガバナーナイト
にウクライナから参加してくれた４人のロータ
リアンたちと懇親を深めるなかで、平和な日常
が当たり前だと思っているうちに、いつの間に
か戦争は始まっていたと聞き、あらためてロー
タリーだからこそできる積極的平和活動の重要
性を感じたものです。

（下館RC）
新　井　和　雄

平和構築と紛争予防月間に因んで
特別月間

ロータリー財団委員会　総括委員長
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です。上期には100名を超える新会員をお迎
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され、下期にはさらに複数のクラブが設立を
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　My ROTARY登録率では、目標としていた
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　12月末現在の寄付状況をご報告いたします。
年次基金寄付については、現在８のクラブで
寄付が確認されておりません。同様に、ポリオ・
プラス基金では８のクラブが寄付ゼロの状況
です。一方で、各クラブ１名を目標としてい
るベネファクター寄付については、現時点で
22名の寄付が確認されています。

　さらに、今年度新たに導入された「ポリオ・
プラス・ソサエティ（PPS）」認証については、
各クラブ１名以上の認証を目標としてスター
トしたところ、上期で100名以上の認証を達
成するという大きな成果を上げることができ
ました。ただし、米山記念奨学会への普通寄付・
特別寄付金（12月末）では、４つのクラブが
寄付ゼロの状況にあります。

　寄付に関しては、円安の影響など、さまざ
まな要因があると考えられますが、財団寄付
および米山記念奨学会寄付の重要性について
改めてご理解いただき、早期のご協力をお願
い申し上げます。皆さまの温かいご支援が、
さらなる活動の実現に不可欠であることを強
調させていただきます。

　下期においても、これまでの成果を土台に、
皆さまとともに成長し、ロータリーの理念を
実現するための活動を一層推進してまいりま
す。地域社会に根ざした奉仕活動と国際社会
への貢献を通じて、希望と変化を生み出し続
けることを目指して、共に歩んでまいりましょ
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1,878（期首1,815）

　120年前の1905年2月23日は、ポール・ハリ
スが、ガスターバス・ローア、シルベスター・シー
ル、ハイラム・ショーレーたち友人３人とディ
アボーン街ユニティビル711号室にあったロー
アの事務所で最初に会合をもった日であります。
そして、創立記念日となったこの日は、「世界理
解と平和の日」と定められ、各クラブが、国際
理解、友情、平和に対するロータリーの貢献を
特に認識する日とされています。また、国際ロー
タリーはこの２月を「平和構築と紛争予防」月
間と定めています。
　ところが世界を見渡すとどうでしょう、今日
も続くロシアによるウクライナ侵攻や中東での
武力紛争などにより、暴力や弾劾、或いは人権
侵害によって家を追われた人の数は8000万人を
超えており、その半数が子どもなのです
（UNHCR）。
　こうした現状に対し、我々2820地区はいち早
く対応してまいりました。例えばウクライナで
は、自分たちも被災者でありながら、日常を取
り戻すために必死で活動する第2232地区のロー
タリークラブを後方支援するかたちで、RC 
Rakhivと共に国内避難民に対して生活物資の配
給をしました。その後、自宅を破壊された市民
たちが厳しい冬を乗り越えられるように、災害
救援補助金（DR658）を活用し仮設住宅を設置
しました。そして、今年度も皆様からの寄付と
地区補助金（DG2561875）を活用して、「未来へ
の投資」ともいうべきウクライナの子どもたち
の安全保障のために、親を亡くした子どもたち
を保護し、就学や職業訓練の機会を与える事業
を実施しています。

　これら2820地区の平和構築活動は、国際ロー
タリーゾーン1A, 2 & 3 ロータリー研究会にお
いて第１セッションの議題に取り上げられ、アー
チックＲＩ会長、マローニー TRF管理委員長、
岸田前首相、中満国連事務次長につづいて我々
が登壇し、平和構築と紛争予防に関するプレゼ
ンテーションとディスカッションをおこないま
した。そして、これを会場の最前列で聴いて頂
いたアーチック会長は我々のウクライナ支援に
対し感謝の意を日経新聞デジタル版に掲載され
ました（日経12月17日）。
　ロータリーは、７つの重点分野の１番目に「平
和構築と紛争予防」を掲げています。各国政府
が取り組む「国家の安全保障」は、国民の生命
と財産を守るためにとても重要な概念です。他
方、グローバルな組織として奉仕の理念や価値
を共有する会員達が、それぞれの地域で活動す
るロータリーは、「人間の安全保障」の視座から
地球全体を俯瞰し、紛争や災害に巻き込まれ、
あらゆる場面で困難に直面している人たちに手
を差し伸べる平和構築活動や、途上国の医療・
教育・地域経済を支援することによって貧困問
題を解決する活動など、争いの火種を消してゆ
く紛争予防に取り組むことができます。
　シンガポール国際大会で茨城ガバナーナイト
にウクライナから参加してくれた４人のロータ
リアンたちと懇親を深めるなかで、平和な日常
が当たり前だと思っているうちに、いつの間に
か戦争は始まっていたと聞き、あらためてロー
タリーだからこそできる積極的平和活動の重要
性を感じたものです。

（下館RC）
新　井　和　雄

平和構築と紛争予防月間に因んで
特別月間

ロータリー財団委員会　総括委員長
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（高萩RC）
石　　　君　平

地区会計長　財務委員長

第3回ガバナー補佐・総括委員長合同会議報告

　「第3回ガバナー補佐・総括委員長合同会議」
が、ガバナー補佐、総括委員長、担当カウンセ
ラー、地区役員等17名が出席し12月7日に日立
で開催された。

　今回の議題は、（1）2025年規定審議会の立法
法案、（2）地区の現況報告であり、髙橋賢吾
PDG規定審議会地区代表議員と大髙司郎ガバ
ナーから説明された。

（１）2025年規定審議会について
　2025年4月13日から17日にシカゴで開催さ
れ、第2820地区から髙橋賢吾規定審議会地区
代表議員が出席される。第2820地区から初め
て以下の①と②の2件の立法案が提出され、
髙橋代表議員が説明する。
　① 制定案25－04「クラブ理事をクラブ理事会

の役員と規定する件－提案者：水戸RC」
　② 制定案25－51「現在の人頭分担金の金額を

維持する件－提案者：第2820地区」

　＜その他の主な立法案＞
　③ 制定案25－07「新しいＲＣの加盟に必要な

会員数を減らす件」
　④ 制定案25－52「地区大会を毎年開催する要

件を削除する件」
　⑤ 制定案25－76「会長エレクト研修セミナー

と地区研修・協議会の名称を改正する件」

（規定審議会後の各クラブの定款・細則について）
　規定審議会により立法案が可決され制定案に
なると、ＲＣ定款、細則が改定されるので、次年
度には各クラブともＲＣ定款、細則を改定する
必要がある。制定案は2025年7月1日から実施
であるが、日本語訳が手に入るのは10月頃にな

るので、それを待って各クラブは定款・細則の
変更手続きを行う。

（２）地区現況報告について
　＜2024－25年度地区数値目標の
　　　　　　　　12月5日現在の進捗状況＞

　① 会員数目標純増100名以上にたいし、ロー
タリー会員1,886名（71増）、ローターアク
ト会員41名（3名減）

　② 新設クラブ目標4にたいし、高萩渚衛星ク
ラブ、つくば学園ユースサテライトクラブ

　③ ロータリー財団寄付
　　 年次基金寄付は、目標150ドルにたいし95

ドル、ポリオプラス寄付は18.6ドル、ベネ
ファクター寄付は12名

　④ 米山記念奨学生寄付目標25,000円にたいし
14,554円

　⑤ My ROTARY登録率目標75％にたいし
86.5％で、国内34地区の中で登録率№1を
達成。

　My ROTARY登録率以外は目標未達であり、
各クラブが期初にたてた活動を行い目標達成
できるよう、ガバナー補佐及び総括委員長の
指導をお願いする。

（３）2024.10.27笠間稲荷神社での世界ポリオ
デーのポリオ根絶寄付総額

　当日募金寄付445,500円、ポリオＴシャッツ収
益寄付1,004,500円を全額「ポリオプラス基金」
に寄付－12,000人分のワクチン接種に相当

　この運動にご協力いただいた笠間稲荷神社の
皆さま、笠間ＲＣ、参加された皆さま、担当委
員会に感謝です。

　平素より皆様におかれましては、米山奨学事

業への御協力、御理解を賜り、御礼申し上げます。

　先般、2025学年度（米山奨学事業は、４月か

ら始まるため、「学年度」という用語を用います）

の新規米山奨学生の選考手続を当地区にて行い

ましたので、ご報告申し上げます。

　米山奨学生の選考は、地区において適当であ

ると考える学校を指定校として選定し、その学

校からのみ学生の推薦を受ける指定校制を採用

しています。今回は、指定校のうち８校から、

53名の指定校の推薦を受けた学生の応募があり

ました。

　選考においては、学生が学校を通じて公益財

団法人ロータリー米山記念奨学会（以下、「奨学

会」と言います）に提出した申込書類を評価す

る書類審査と、面接委員を務めるロータリアン

が学生と質疑応答を行う面接審査を行い、各面

接委員の採点結果の平均点を算出します。その

上で、当地区の方針等を考慮し、地区裁量点に

て調整を行い、合格者を決定しています。書類

審査、面接審査の選考基準は全国34地区共通で

す。

　学生の学校内での応募は2024年10月15日ま

でとされており、11月に申込書類データが奨学

会から各地区に送られてきます。面接委員は申

込書類データを読み込み、書類審査の採点を行っ

たうえで面接審査に臨みます。今回は、12月4

日に茨城大学水戸キャンパスにて、12月7日に

ホテル日航つくばにて面接審査を実施しました。

面接委員は、地区委員のみならず、大髙司郎ガ

バナー、瀬戸隆海ガバナーエレクト、藤木章吉

ガバナーノミニー、前米山委員の原田博夫土浦

ＲＣ会長、玉造ＲＣの前田成子会員にも務めて

いただきました。面接審査では、留学の目的及

び明確な研究課題・将来の目標、交流と親善へ

の熱意、人間性・人柄、コミュニケーション能

力（日本語運用力を含まない）を選考基準として、

それを見極めるべく面接を行いました。

　12月20日、ガバナー事務所において、書類審

査と面接審査の結果をもとに、大髙ガバナー、

瀬戸エレクト、神山芳子米山総括委員長、各米

山選考委員で、地区裁量の対応を決め、当地区

で採用する奨学生を決定する会議を行い、８校

29名の学生を、2025学年度の奨学生とする合格

内定を出すことに決めました。最終の合格決定

は奨学会にて行います。

　今後、各奨学生の世話クラブを、各クラブの

意向を踏まえて、決めて参ります。

　地区においては、皆様の意向を受けとめて参

りますので、今後とも米山奨学事業へのより一

層の御協力、御理解を賜りますようよろしくお

願い申し上げます。　

米山記念奨学生選考報告

（牛久RC）
白　岩　大　樹

米山記念奨学会委員会　米山選考委員長
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（高萩RC）
石　　　君　平

地区会計長　財務委員長
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公式訪問 石岡87ロータリークラブ
会 長　竹　内　盛　恭
幹 事　廣　瀬　威　雄

　先日、大髙司郎ガバナー、清野宏之第6分区ガ
バナー補佐、小松谷政紀 地区副幹事、塚崎雅之
ガバナー補佐幹事をお迎えし、ガバナー公式訪問
を開催いたしました。当日は晴天に恵まれ多くの
メンバー参集の元、開催する事が出来ました。
　例会では、大髙ガバナーのほうで用意された資
料をもとに、多くの話しを頂き、ステファニー
A.アーチックＲＩ会長の想いやロータリーの行
動計画、さまざまな事業への参画の必要性など詳
しくご説明いただきました。卓話を聞いた新入会
員からは「事業には積極的に参加したいです」と
の感想もいただきました。
　その後のクラブ協議会では、クラブ戦略や定款・
細則について協議いたしました。大髙ガバナーよ
り、各委員長の掲げる年度目標をそれぞれ確認し、
各委員長から大髙ガバナーへ、たくさんの質疑を
させていただき、より良い行動目標になるべく活
発な議論がなされました。
　会長方針については、当クラブ竹内会長の標榜

である『笑顔を絆ぐ』に関して、その目標を掲げ
た背景などを聞き、大髙ガバナーよりご意見、ご
指導をいただきメンバー一同大変参考になりまし
た。
　コロナも明け、ロータリー活動も以前にも増し
て、必要とされる意義を見出し活動をする必要性
が重要になって参りました。今回のガバナー公式
訪問いただいたご意見を最大限に活かし、本年度
も邁進して参ります。貴重なご意見、有意義なお
時間をいただき、ありがとうございました。

インフォメーション

◇  新  会  員  紹  介  ◇　Enjoy Rotary （敬称略）

日立ＲＣ
須田　要介
■入 会 日

■職業分類

2024年12月3日

建設業

筑西きぬＲＣ
廣澤　　孝
■入 会 日

■職業分類

2024年12月12日

薬剤師

〈２月〉
2月01日（土）第６分区ＩＭ

（L’AUBE kasumigaura）
2月02日（日）鹿島中央RC 創立30周年記念式典

（ホテル古保里）
2月08日（土）第７分区ＩＭ

（ガーデン＆邸宅ウェディング アルシェ）
2月09日（日）第８分区ＩＭ

（ホテルジャーニィーロード）
2月15日（土）第３分区ＩＭ

（水戸プラザホテル）
2月16日（日）第２分区ＩＭ

（ホテルクリスタルパレス）
2月22日（土）第５分区ＩＭ

（ホテルニューつたや）
2月23日（日） 米山新春会

（L’AUBE kasumigaura）

〈３月〉
3月01日（土）第４分区ＩＭ

（生涯学習センター総和「共和電
設とねミドリ館）

3月02日（日）第３回諮問委員会
（ホテルテラスザガーデン水戸）

3月02日（日）米山修了式
3月23日（日）2025-26年度

地区チームラーニングセミナー
3月29日（土）～3月30日（日）

2025-26年度
会長エレクト研修セミナー

〈4月〉
4月13日（日）2025-26年度

地区研修・協議会

◇ 2月～4月のスケジュール ◇

第2820地区

国際ロータリー第2820地区ガバナー事務所
〒317-0061　茨城県日立市平和町1-1-14
TEL：0294-59-3113  FAX：0294-59-3114
E-mail : 24-25@rid2820jp

　2月23日はロータリー創立記念日です。そして、特別月間は「平和構築と紛争予防」です。これまで、
『ロータリーの友』では、「平和に寄せる思い」（2018年）、「青少年交換は未来平和へのギフト」（2022年）、
「平和は学び知ることから」（2024年）等々、様々な資料を提供してくれました。特別月間では、会
員各自が、自分なりの考えを持つことが大切と存じます。
　今年度は、そのような視点から、毎月総括委員長の皆様に寄稿をお願いし、学習してまいりました。
創立記念日は、同時に世界理解と平和の日です。月信を開いていただいて、その意義を考えていた
だけましたら、光栄至極でございます。　　　　　　　　　　　　　　（月信編集委員会　小森勇一）

編
集
後
記

　月信１月号、P12地区年間予定表（後期）掲
載に誤りがございました。
　お詫びして訂正いたします。
・結城RC 創立60周年記念式典
　　（誤）４月４日（金）
　　（正）４月５日（土）
・北茨城RC 創立50周年記念式典
　　（誤）４月５日（土）
　　（正）４月６日（日）

　地区大会プログラムP45物故会員について、
期間の表記に誤りがございました。
　　（誤）2023年７月１日～
　　（正）2024年５月１日～
　お詫びして訂正いたします。
　また、大久保ガバナー事務所が2024年6月
に物故会員のお伺いをいたしましたが、大久
保年度発行物への掲載がないと言うご指摘を
受け、改めまして当事務所からお尋ねをさせ
ていただきました2023年10月１日～2024年４
月30日にご逝去された方を掲載致します。

2023年10月1日～2024年4月30日の間に
ご逝去された会員

　氏  名　　　　逝去日　　　　 クラブ名
皆川　憲弘　2024年02月08日　水戸東RC
小山　幸子　2024年02月11日　古河東RC
布川　　博　2023年12月18日　つくば学園RC
飯嶋　勇三　2024年04月11日　土浦中央RC
渡利　千里　2024年02月17日　竜ヶ崎RC

〈お詫びと訂正〉

こちらより地区年間予定表
（後期）がご覧いただけます。
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日立ＲＣ
須田　要介
■入 会 日

■職業分類

2024年12月3日

建設業

筑西きぬＲＣ
廣澤　　孝
■入 会 日

■職業分類

2024年12月12日

薬剤師

〈２月〉
2月01日（土）第６分区ＩＭ

（L’AUBE kasumigaura）
2月02日（日）鹿島中央RC 創立30周年記念式典

（ホテル古保里）
2月08日（土）第７分区ＩＭ

（ガーデン＆邸宅ウェディング アルシェ）
2月09日（日）第８分区ＩＭ

（ホテルジャーニィーロード）
2月15日（土）第３分区ＩＭ

（水戸プラザホテル）
2月16日（日）第２分区ＩＭ

（ホテルクリスタルパレス）
2月22日（土）第５分区ＩＭ

（ホテルニューつたや）
2月23日（日） 米山新春会

（L’AUBE kasumigaura）

〈３月〉
3月01日（土）第４分区ＩＭ

（生涯学習センター総和「共和電
設とねミドリ館）

3月02日（日）第３回諮問委員会
（ホテルテラスザガーデン水戸）

3月02日（日）米山修了式
3月23日（日）2025-26年度

地区チームラーニングセミナー
3月29日（土）～3月30日（日）

2025-26年度
会長エレクト研修セミナー

〈4月〉
4月13日（日）2025-26年度

地区研修・協議会

◇ 2月～4月のスケジュール ◇

第2820地区

国際ロータリー第2820地区ガバナー事務所
〒317-0061　茨城県日立市平和町1-1-14
TEL：0294-59-3113  FAX：0294-59-3114
E-mail : 24-25@rid2820jp

　2月23日はロータリー創立記念日です。そして、特別月間は「平和構築と紛争予防」です。これまで、
『ロータリーの友』では、「平和に寄せる思い」（2018年）、「青少年交換は未来平和へのギフト」（2022年）、
「平和は学び知ることから」（2024年）等々、様々な資料を提供してくれました。特別月間では、会
員各自が、自分なりの考えを持つことが大切と存じます。
　今年度は、そのような視点から、毎月総括委員長の皆様に寄稿をお願いし、学習してまいりました。
創立記念日は、同時に世界理解と平和の日です。月信を開いていただいて、その意義を考えていた
だけましたら、光栄至極でございます。　　　　　　　　　　　　　　（月信編集委員会　小森勇一）

編
集
後
記

　月信１月号、P12地区年間予定表（後期）掲
載に誤りがございました。
　お詫びして訂正いたします。
・結城RC 創立60周年記念式典
　　（誤）４月４日（金）
　　（正）４月５日（土）
・北茨城RC 創立50周年記念式典
　　（誤）４月５日（土）
　　（正）４月６日（日）

　地区大会プログラムP45物故会員について、
期間の表記に誤りがございました。
　　（誤）2023年７月１日～
　　（正）2024年５月１日～
　お詫びして訂正いたします。
　また、大久保ガバナー事務所が2024年6月
に物故会員のお伺いをいたしましたが、大久
保年度発行物への掲載がないと言うご指摘を
受け、改めまして当事務所からお尋ねをさせ
ていただきました2023年10月１日～2024年４
月30日にご逝去された方を掲載致します。

2023年10月1日～2024年4月30日の間に
ご逝去された会員

　氏  名　　　　逝去日　　　　 クラブ名
皆川　憲弘　2024年02月08日　水戸東RC
小山　幸子　2024年02月11日　古河東RC
布川　　博　2023年12月18日　つくば学園RC
飯嶋　勇三　2024年04月11日　土浦中央RC
渡利　千里　2024年02月17日　竜ヶ崎RC

〈お詫びと訂正〉

こちらより地区年間予定表
（後期）がご覧いただけます。



国際ロータリー第2820地区

2024-25年度

My　ROTARY　登録状況

目 標目 標

75％75％

第
１
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
日立 69 62 89.9
日立南 35 34 97.1
高萩 34 34 100.0
北茨城 26 25 96.2
日立港 32 26 81.3
日立北 27 25 92.6
日立中央 21 15 71.4
合計 244 221 90.6

第
３
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
水戸 125 101 80.8
笠間 18 18 100.0
水戸西 69 68 98.6
水戸南 77 77 100.0
友部 19 19 100.0
水戸東 62 58 93.5
水戸さくら 26 25 96.2
水戸好文 15 15 100.0
合計 411 381 92.7

第
５
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
下館 26 26 100.0
結城 23 22 95.7
真壁 14 11 78.6
下妻 67 61 91.0
しもだて紫水 51 49 96.1
筑西きぬ 14 14 100.0
岩瀬 17 16 94.1
合計 212 199 93.9

第
７
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
竜ヶ崎 31 19 61.3
水海道 50 30 60.0
取手 16 16 100.0
牛久 40 35 87.5
守谷 3 2 66.7
龍ケ崎中央 12 9 75.0
合計 152 111 73.0

第
２
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
那珂湊 18 14 77.8
常陸太田 29 20 69.0
大子 25 24 96.0
大洗 15 6 40.0
勝田 28 28 100.0
東海那珂 32 32 100.0
ひたちなか 22 22 100.0
合計 169 146 86.4

第
４
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
古河 50 41 82.0
境 30 21 70.0
岩井 9 1 11.1
古河東 47 39 83.0
古河中央 51 38 74.5
合計 187 140 74.9

第
６
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
石岡 16 12 75.0
土浦 45 43 95.6
土浦南 87 87 100.0
つくば学園 108 98 90.7
石岡８７ 26 25 96.2
土浦中央 11 10 90.9
つくばシティ 58 57 98.3
阿見 14 6 42.9
つくばサンライズ 13 12 92.3
合計 378 350 92.6

第
８
分
区

クラブ名 会員数 登録人数 ％
鉾田 27 15 55.6
鹿島臨海 40 19 47.5
玉造 9 7 77.8
波崎 15 9 60.0
鹿島中央 22 16 72.7
合計 113 66 58.4

茨城ロータリー E 10 8 80.0

会員数 登録人数 ％

地区合計 1876 1622 86.5

2025年1月13日現在

※データは1/13現在のMy ROTARYに基づく
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国際ロータリー第2820地区

2024-25年度

会員増強報告
地区目標地区目標
純増100名純増100名

第
１
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
日立 68 1 69 2
日立南 34 1 35 4
高萩 26 8 34 0
北茨城 26 0 26 3
日立港 33 -1 32 2
日立北 27 0 27 1
日立中央 18 3 21 3
合計 232 12 244 15

第
３
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
水戸 120 5 125 3
笠間 15 3 18 1
水戸西 68 1 69 13
水戸南 76 1 77 11
友部 18 1 19 0
水戸東 66 -4 62 4
水戸さくら 26 0 26 4
水戸好文 17 -2 15 15
合計 406 5 411 51

第
５
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
下館 24 2 26 4
結城 23 0 23 0
真壁 14 0 14 0
下妻 63 4 67 7
しもだて紫水 52 -1 51 4
筑西きぬ 12 2 14 3
岩瀬 19 -2 17 0
合計 207 5 212 18

第
７
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
竜ヶ崎 31 0 31 5
水海道 52 -2 50 2
取手 18 -2 16 1
牛久 37 3 40 3
守谷 3 0 3 0
龍ケ崎中央 8 4 12 3
合計 149 3 152 14

第
２
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
那珂湊 19 -1 18 1
常陸太田 28 1 29 6
大子 21 5 26 2
大洗 17 -2 15 0
勝田 26 2 28 4
東海那珂 32 0 32 0
ひたちなか 20 2 22 2
合計 163 7 170 15

第
４
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
古河 45 5 50 4
境 31 -1 30 0
岩井 9 0 9 2
古河東 47 0 47 14
古河中央 47 4 51 5
合計 179 8 187 25

第
６
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
石岡 16 0 16 0
土浦 43 2 45 9
土浦南 86 1 87 7
つくば学園 99 9 108 4
石岡８７ 25 1 26 0
土浦中央 10 1 11 0
つくばシティ 55 3 58 8
阿見 15 -1 14 1
つくばサンライズ 11 2 13 5
合計 360 18 378 34

第
８
分
区

クラブ名 期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数
鉾田 27 0 27 0
鹿島臨海 40 0 40 5
玉造 8 1 9 1
波崎 15 0 15 1
鹿島中央 20 2 22 2
合計 110 3 113 9

茨城ロータリー E 9 1 10 3

期首会員数 純増 1/14会員数 内女性会員数

地区合計 1815 62 1877 184

2025年1月14日現在1. ロータリークラブ会員数

2. ローターアクトクラブ会員数
RAC名 7/1会員数 1/14会員数 RAC名 7/1会員数 1/14会員数

水戸 11 11 古河地区 1 1
下館 4 3 土浦 7 5
つくば学園 6 6 茨城県北 5 5
土浦南 7 3 笠間 2 2

合計 43 36

※データは1/14現在のMy ROTARYに基づく
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下館ロータリークラブ
　クラブ65年の歴史は下館の町か
ら仰ぎ見る筑波山を描いたバナーと
ともにありました。
　現在のクラブバナーは1992-93
年度クラブ会長・直江敏郎氏がご自
身でデザインされたもので、筑波山
と筑波の西の鬼怒川・勤行川・小貝
川、三本の川に恵まれた文化の香り
が高い緑豊かで肥沃な土地をイメー
ジしたものです。時代や街が移ろう
ともロータリーの奉仕の理想と同様
に変わらぬ故郷の美しい情景が表現
されています。

真壁ロータリークラブ
　真壁ロータリークラブは、1967
年に創立されました。
　当クラブのバナーは50年以上前
に作られたと言われており、現在は
当時を知る者はおりません。
　デザインは、真壁から見た【筑波
山】をデザインしたものです。

しもだて紫水ロータリークラブ
　筑波山が最も美しく見える筑西市
下館地区。その筑波山が夕日に照ら
されると山肌が紫色に変わり、その
ことが「紫峰つくば」と言われる由
来とされます。
　クラブバナーはそれをバックに、
鬼怒川、小貝川、大谷川など多数の
河川が街中を還流し、肥沃な田園地
帯を形成、人と自然が安心して暮せ
る様子をデザインしています。

岩瀬ロータリークラブ
　岩瀬ロータリークラブのバナー
は、岩瀬町を象徴する花「さくら」
に決まり、さくらの花びら５枚は会
長と四大奉仕を表している。その後
ろにある花びらは、会員の力を表し、
さくらの中心にロータリーマークを
配置し、岩瀬ロータリークラブの団
結と奉仕の精神を表している。
　また、バナーの中心に桜川を配し、
その流れに沿って岩瀬ロータリーク
ラブが発展することを願い、当クラ
ブのバナーが作られた。

結城ロータリークラブ
　結城城趾は朝光より18代結城秀康（徳川
家康の次男）迄、鎌倉時代から約420年下総
に君臨した本拠地である。
　初代、結城朝光は源頼朝の信頼厚く、関東
八家の一つとして城下町として栄えた。
　城趾公園より望んだ表筑波は、その著書
『新花摘』に｢ゆく春や紫さむる筑波山｣と与
謝蕪村が詠んだ如く結城筑波は古来より有名
である。
　その桜と筑波山の特産品である結城紬を配
した豊かな土地のイメージを表すものである。
　デザイン、染色は、県繊維工業指導所長石
崎三郎氏、星野技師、藤沼技師の協力による。

下妻ロータリークラブ
　現在の下妻ロータリークラブのバ
ナーはクラブ創設30周年時に２代
目のバナーとして製作されました。
当時の会長で画家の菊池一雄氏のデ
ザインだそうです。シンプルなデザ
インでロータリーのロゴの下の３つ
のサークルは、地域・クラブ・ＲＩ
とか、親睦・社会奉仕・職業奉仕と
か見る人がそれぞれの解釈をして、
ロータリーに参加してもらう意味だ
そうです。

筑西きぬロータリークラブ
　筑西きぬロータリークラブは市町
合併により現在の筑西市となりまし
た。それに伴い「関城ロータリーク
ラブ」から現在の名称に変更いたし
ました。
　バナーのデザインは筑波山を背景
に鬼怒川が流れる自然豊かな地域と
名産の梨の花をデザインしてありま
す。

第 5 分区第 5 分区

バナー紹介バナー紹介

2025
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